
　「新型コロナウイルスとの闘いはマラソンのようなもの」。ノーベル賞学者が発し
たこのフレーズは、とても重みがあると思います。感染拡大が一定の収束をみたと
しても、おそらく発生前の世の中に戻ることは難しいでしょうから、行動パターン
や規範、経済などの新しい社会的価値感を求めていくことになるのではないかと思
います。町民の皆様には様々な場面でご迷惑をおかけすると思いますが、ご協力を

よろしくお願いします。
　さて、本町が平成 22 年から取り組んできた使用済み紙おむつ燃料化プロジェクトが、環境省の「使
用済み紙おむつの再生利用等に関するガイドライン」で紹介されることになりました。これは、高齢
化社会における使用済み紙おむつのごみ処理が大きな課
題になると予想されることから、検討会が立ち上げられ
議論の成果をまとめたものです。私も委員の一人として
参加しました。国内で数例の実用化事例の中で、本町は、
設備投資の容易さや燃料利用の安定性などの点で、高い
評価を受けました。また、感染症対策や周辺環境に与え
る負荷が少ないといったこともあり、今後の普及が期待
されるところです。
　長い時間がかかりましたが、熱意をもって取り組んで
きたことだっただけに、喜びもひとしおです。関係者の
皆様に感謝します。

▲大和ハウス工業㈱から寄贈のマスクを受け取る町長（4月
17日撮影）

新型コロナウイルスの感染拡大を避けるため、今月はケーブルテレビで講座を放送します。
30分程度の放送です。どうぞご視聴ください。

今回は今回は ケーブルテレビ放送講座
ひまわり
セミナー

伯耆町人権
啓発講座

テ レ ビ 伯耆町有線テレビジョン放送（113ch）

放 映 日 ６月20日（土）、再放送６月27日（土）
17：30から２時間サイクル放送
翌日６月21日（日）15：30まで

放送回数 11回（DVD貸出可）

講 　 師 日本赤十字社鳥取県支部　中原　眞理子 氏

テ ー マ 新型コロナウイルスの３つの顔
（病気・不安・差別）を知ろう！

伯耆町教育委員会事務局　人権政策室
TEL：0859－62－0713

問い合わせ先

日光集落支援員
レポート vol.1

ごあいさつ
　５月から集落支援員として日光公民館に勤
務することになりました、大坂集落の遠藤俊
寛です。十数年間、日光地区協議会にも役員
として携わっています。

　これからも、より楽しく穏やかに暮らせる
集落づくりのお手伝いをさせていただければ
と思います。よろしくお願いいたします。

遠藤　俊寛
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